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東レエンジニアリング西日本は、エンジニアリング、マニュファクチュアリング、メンテナンスの３事業を柱とし、 
安全で高品質な製品を提供できる真の長期安定成長企業を目指します 

新任理事ご挨拶 
この度、常務理事 施設事業部長を拝命しました一柳泰三（いちりゅうたい

ぞう）です。 
東レから東レエンジニアリングを経て参りました。 
東レでは愛媛工場で、当時の関西ＴＥＫの保全事業部、施設事業部と

共に工場を下支えし、東レエンジニアリングでは東レエンジニアリンググループの施
設事業を統括する立場で、施設の皆さんと東レとの連携強化に取り組んで参り
ました。 
東レエンジニアリング西日本には、これまでも近い存在でお世話になってきまし

たが、その一員となり貢献できることを光栄に感じています。 
これまでの経験やネットワークを活かして、社内各事業、東レエンジニアリンググループ、東レとタッグを組んで、事

業の発展に尽力いたします。引き続きよろしくお願いいたします。 
常務理事 エンジニアリング事業本部 施設事業部長 一柳泰三 

“トピックス” 
2022 年 2 月 15 日 安全推進員研修 

当社では、各職場での安全活動推進のため、それぞれの職場で安全推
進員を選任しています。この度初めて安全推進員に選任された従業員を対
象に研修を実施しました。 
研修は、東レ産業医、東レエンジニアリングの安全環境部を講師に、滋

賀事業場・石川事業所・愛媛松前事務所をTeamsでつなぎ、日ごろ共に
作業する協力会社の方と一緒に合計９名が参加し、職務上の安全衛生
環境の基礎や危険予知、リスクアセスメントなどについて学びました。 

 (担当部署:安全管理部 Tel:077-534-0956) 
2022年2月9日から25日 業務適正化に向けた勉強会 
 東レエンジニアリングの監査室による「業務適正化に向けた勉強会」を施設事業部、プラント事業部、機器事
業部を対象に開催しました。この勉強会は、過去に東レグループなどで起こった業務上の CSR 事案を教材に、
問題点、再発防止策などについて全員で意見交換を行い、法律知識の理解を深め類似事案を発生させないこ
とを目的としています。 
今回は「下請事業者への支払い遅延 受領日の考え方」を教材とし、下請法での受領日の考え方について、

下請法のポイントを交え勉強しました。Teams での開催のため、もどかしい部分も多少ありましたが、活発な意見
交換を行い、日頃の業務への理解をさらに深める勉強会となりました。 

(担当部署:ＣＳＲ・経営企画室 Tel:077-534-0956) 
 
 
 
 
 
 

講師 プラント事業部 機器事業部 



 

東レエンジニアリンググループ 「ちりつも作戦」 アイデア（くふう）賞受賞︕︕ 
東レエンジニアリンググループ（以下ＴＥＫグループ）では、経費節減・工数削減を目的に、グループ全体で

塵も積もれば山となる「ちりつも作戦」に取り組んでいます。 
当社でも各職場でそれぞれ工夫して取り組んでいますが、この度第 3 四半期のＴＥＫグループの審査におい

て、機器事業部機器部のフロンティアサークルが、アイデア（くふう）賞を受賞しました︕ 

 

 

 

 

 

ＷＴＥのちりつも作戦⑦  
機器事業部機器部では、大型の加工機などを使ってコーター用スリットダイやフィルム製膜用口金などを

製作しています。 
 フロンティアの受賞内容は、５面加工機の切削油の補給用のノズルを設置するというもので、今回の改善
によって、安全性向上と作業時間の短縮が図れました。 

 切削油を補給する際、改善前はピットに下りる必要がありま
した。ピットに下りる際、まずピット内の酸素濃度を測定し、一
人がピットに下りて、上にいるもう一人がピット内の人に切削
油を渡して補充するという二人作業をしていました。 
今回、補給用のノズル（塩ビ配管）を新たに設置すること

で、ピットに下りることなく、切削油補給が可能となりました。 
 落下や酸素欠乏のリスクがゼロになり、酸素濃度計を用意
する手間がなくなりました。また、切削油補給の時間も短縮
することができました。 
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